
【監修】 医療法人 八田内科医院院長・腎臓専門医 八田告先生

あなたの気づきが大切な人の腎臓を守るかもしれません
腎機能の低下は気づきにくく、自覚がないままCKD（慢性腎臓病）へ進行することがあります。放置

すると、心筋梗塞や脳卒中などの心血管疾患のリスクが高まることが分かっています※。だからこそ、

早めの対策が大切です。
※ Matsushita K, et al. Lancet. 2010 ; 375(9731) : 2073-81.

CKD（慢性腎臓病）に関する詳しい内容は裏面へ

糖尿病・糖尿病性腎症、慢性腎臓病の予防に役立つ情報を
福島県公式ホームページに掲載しています！福島県

日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社は、福島県との健康づくりの推進に関する連携協定に基づき、生活習慣病予防に取り組んでいます



腎臓の働きが健康な人の60%未満に低下する、または蛋白尿が

出るなどの腎臓の異常が3ヵ月以上続く状態をいいます。一度

進行すると回復が難しく、腎臓だけでなく心臓や血管にも大き

な負担がかかり、心筋梗塞や脳卒中などの心血管疾患のリスク

が高まることが知られています※1。日本では20歳以上のおよそ

5人に1人がCKD患者とされ、“国民病”ともいわれています※2。

※1 Matsushita K, et al. Lancet. 2010 ; 375(9731) : 2073-81.
※2 研究代表者 岡田浩一. 厚生労働科学研究費補助金 腎疾患政策研究事業 腎疾患対策検討会報告書に基づく慢性腎臓病（CKD）対策の推進に資する研究.
      令和５年度 総括・分担研究報告書（厚生労働科学研究成果データベース）https://mhlw-grants.niph.go.jp/system/files/report_pdf/202311001A-sokatsu.pdf 
     （閲覧日：2025年2月12日）

確認したら
次の一歩が大切です

検査結果を放っておくと
気づかないうちに健康に過ごせる大事な時間を

失っているかもしれません
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